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安全系統は原r個ル)最も重要有識瀾軒一/〕てふる..そノ1.さ笠.汁.原則は炉の形J(やr円途によ√､て興なるが,故障

は安全側に起きるという原則はい/)ヰ〕′.一｣=｢JれねくぎこなL､Jなし､1961年に臨界に達Lた｢-1-L教育訓練用原子炉で

ほ,貿験かという∴′二喝か｢)その安全系統ノ~)J･法話小子j二なわ.†Lた_本文ほ∴‡しむ中性子′安全同格,プロセス安全回

路,その他の安全l‖ほ各に分けて論L■ている

第1哀 悼丁炉において測定すべき項目

】.緒

どのような機掛こおいても′患全回路は萌 なものであるが, に特

原イ･炉ではその事故による貯.与が人きく 一般公衆忙凍竹笹及けすヰ,

のであるから,その安全件に/~八lてほきびLい要求がなされている一

原子炉におし､ては,中性千~束レべノL,炉ん-川Jのような核l竹量烏よひ

冷却材減速材の温度,流満1廿~力,液帆 電1t存ミ噂度なとリープラン

ト諸最を常時測定することによi)原子炉の状礎沌憫.二祝し,こ′1tFパこ

異常状態か発牛すると,その程度によ･√--~r警批♭,か′､は灯り=力存減

少させ,車扱障の場合にほか1り相川川･.する`友仝系統か牒要なii~†と脂

として付属している...監視すく:J項目には ∴√ハけノ川こ･!__,炉周辺の徴

射線のような保障物矧rl甲㌫者琶,か正雄l描裾十測は紺批小止し1二倒L:た

めの各種電源の状態などの∴沃的な買几ふ詫.こ･ハ.ト)な項=は

炉の大きさ,椎類,仲朝日耶にLトて異なる.油常監視される年旧

ろ二′舞1表にまと〟)た,I弓り脚ノ~)川途と規移行ニエ′-,で友仝系
.乳汁の

原則にヰ､諾けミでて1る.上汁;ご∴けに囁川~阜オこ臨粁渠た休,臨捏

取合休,`実験帆 勅~ナノ柚･二1〉顆し′･｢んようイニ臨界雪ニr㌻休は一一応臨

界卦牧の危険性はないヰ)ノ~)とし▼･r⊂1こい~`｢＼_しノ)う.臨一界離合什∵･は炉

心配置,燃料叫畏縮軋 減速材J)状態′lこ〔㌧､'む)椚ヒさ･けるのかサ髄津

的J)--/㌻であり‥世∴､カ､べ十ないことて暴走､てせる危降ほ最ヰ)人き

し､.L.かし 合体そJl一壬_,レ~~)扉~棋鉛~酬針~(｢-ムる′付､-ノ.洪‥て≠り_骨｣卜l

てヰ)その被害は少ない‥ 睾輝かこなィ1とか心は一一定してくる1ぺ`iご

験の樺鄭如こエってl仁レ~り叉応度か人凱こ投入される危ド和よ残る.L

かヰ)むやノ人に炉な｣卜〆)ることほ里験の性質上不都合た場合ヰ多十

また`~夫験灯卜ごも申件イ･~来レべ′Lのil`れ､か■･三･ほⅩeリ1血判‖ノ)た洲′こ

朽起動が困難となる場r㌻もふZ)訓練川に仲オーれるときにほ.肘染【′l三

に一~)いても考える必要がニ♭,る 励~ノJか〃)中二紬こ【1こる災`,1子ほ炉が人き

いだけに｣卜借に人きくなるカ｣かび~吊吏川ノ/洲よま一-､た･て ノ′王してl

るL,運転諸も熟練している..しかしかの.川･ノ‖常用両ハ仲川川杓か

ド)厳iこ戒められるし.熱応力叫牒阻小レル吐紬J舶肛･1■こ力､小三ノ ニl二.

たⅩe(7)毒作H】に/~)いて･も考∴_ん必要か≠J.ニレうt】∵うに打たて∵

ると,炉び)形式や用途によ一,~て一宏乍系統右上-しノ)｣二十な椋川臣｣･-､

て.設計されるべ㌢かほ,おの寸㍉√車･正 て▲:る1リ､卜に一述べてけ

く HTI((HitachiTraining tiea(､L()).)nJ左1こ系統ほかJ.)iJ一三枯;)イ)

(l)たとえ.故障が′ きてもそ川よ必u用il′.√作lトトる側~∴仁,ノ乙二

と.,Lかしむやムに炉を用薄)ないように考慮すろこと

(2)誤操作によ′)て危険ろ了/卜し､なし､二と

を原則として設計された.

2.中性子安全回路

原子炉において監視すべき項F二1ほ数多`∴ち)るけれども.炉の核的

状態をホすものとし_て,小作Jナ∴かご⊃7･線最の測定は重要~~てふる..移

*
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rl〉i‡川｣圧警報またほスクラムかれ･なわれることな示す｡

′2J寸二仙ヱ〉1せ1トノイ一にて∴イパス･り儲でぁることむ示す｡

(′3､統一て川､と亡.Ll`l然循環冷却け劇用冊鋸新札l枠切換える介て,俄制循環冷却疇

にけ閉となる･

･4〉
r L ツい｢ニッツ■′､ケニラノ､く:t必ずりL-スクウノ､にエゥて′ミック丁ップさ

′‖ろ′､.

′51りン･-1′′1ノ､は正､-㌣招購神村_･仝沌~∴さしメJ上ろ∴ナルニエ〔■･てバ､ノケ~√

ノ■ナさ力る.-:

的な･打払は板l舶撒こ′i±り,炉を暴走させる危陥がぁり,熱応力の問

題もふるので弔人でぁる 起動時にはかJi-d期が,定常運転時には;･･

線レ/く′L-㌣申仲J一･｣､ごレ/く′Lかi二とし~〔堅f】湖される′.炉周期肋測定に

ら上i･線紬償形満潮凋,対数増幅器,抑月別増幅器か什h､ドノjし 炉周期

増帖ぼ㍑-｢)ゾ)fJ■り･カ■:.;一㍑封副以仁に逐寸るとスクラムか行なわれる..

ンハ系統の比劇中瞞川葦ほ中性千束レべ′L測定♂)場合とま一-)たく

回し､-~!て､ふるカイ)ニニー刊上竹略する.たた電離符のJt=J電流が小さし､

問ほ,村数柳沼圭州lごf定数カこf主いので附-=が遅′巨ることと,微分川路

rハた〆)に小川.1泄椚._i一りに維肯か入√)て誤スクラムLやすいことにほ,

十侶iミ意すべきである.小性｢東レ/くノLの軋視は泊常岳Jけ力におい

て行なわ直るので,椚殊なかを険し､てれ/7′比か十分人きく､フ′緑井

補償形電離箱不二一便Illできる∴また定格J｣_i力付近に.一日いて中性子東の

監視なする鳩目宥･こほ.電離箱の出力電流も人きいので 多くの場

rγ1り~jA神立で仁ら,る-∬比較的簡｢i-■tな｢ilI路で安全｢百l路な構成でき

左)7■線量呵耶王てほ,検fl-1器にシンナレーーションかランクなどキ

用し､計数率計む使う1‡カニらかうが,基本的にほ同じ考え方か適鞘で
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きる∴そ･ゾ_)かに右し､て√思される払勘叉んい如､､投人さ

′1し,か出ナノか卜昇L.ス_クラム.設定伯に達し,スクラム

かなさか,かカ■こ梓【卜し∴≠肌り止止いう酎即射
一

連の動作の解机宣Lて,こ叫祭かカゝ捌勺烏し-t二び熱的に

決Lて危険な状態甚な上皿い.Lうにスクラム.肯定湘㍍-こ

選定される._.しノたカ∴〕て二項l恥二ほてIjl欄咽駆働速度

スクラム動作に安寸る岨札 由一のJ杉式,構造なども供

係し-てくる このfl如こ一汗嫡定格州ブル〕11り~＼14り?占`程

l如こ選ばJしる什Jしどlし 起動特に事故せ来し,小川~イ

東がスクラム.i弦1王他にj上するときにほその上昇ヰかぺ

きl･こ･な一-)ているのY亡,郡毎な場∈㌣かぁる･ニとこで囁J二

か料 勤し肘･1川む_【二けてゆ･二際にほ,その時の【~1｣性
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丁東レ/く′Lに応し＼て,スグラ∴設定値キ変更する方式

か当主まLい〔ユー11TR~･こ･ほ中性J■一束か定値引洲卸さノしる

範囲に_ゎいて,･日生仁束か.設定値より】-5%u_仁射ヒ寸る上スクウ∴

力■;なされる､二.このような場合には日掛補償形電離柏ノン便伴すふ必要

かあり∴竜離箱の出力電流も′トさいので,`電位二.汁い】1路では真空管明

選定,世路構成,絶縁抵紆を高く仇ミつことなムに十分注意を払い¶

比較州呑もくふうする必要かある.佃Ⅵ削っよび中性/▲東レべ′Lに

ょるスクラムほ,炉の核的な軋削ノミ態によるものであるかrノ,動作

時間のきオー,♂)て臭か､ことか要諦されか､lぇに-fJいて,他のナーコセス旦

iこよるスクラム上異なっている.ノ

2.1安全増幅器

一献紺こは中性上県レベ′しか設尉厄日し上二に上昇した上き.ニれな検

知して電磁有≠増幅掛ニスグラムftiりせ送りく友]三体む落卜させるも

ので,原J'炉の安令を最終伽こ隠附~∂､るもけ錆)るから高い-.雁腰

か変凍される‥小形の訓練用原√･炉などでは,′走離絹を′2本用いて

どt‥)らの出力電流か増加Lた場合でヰ)か左′スクラムさせるというl自

列方式オ朝いLIJれる..この方式でほ安や増幅器ザ)故障によって謹ほ

ってスクラムさ′4Lる確∴ト小商いの-′∴人Jlラ叫I~1や充電炉~eほ2りt-1′~ll

OF3剛軸_t､頁l路九1モ.か用いドJれている こかイ■〉の巨鼎各ほ動作時間ノ)

矩し､ことか要求されるために,真空管む汀h､て構成されてきたか,

安全回路に多数の貞空管む使朴㌻ることほ保′､捏)ノ㌣くつ信頼度の点か

ドノ問題があるけ~亡,晶庄でほい11路のγ導灘化付か進められてぶり

また†調頁度な高める上が)に磁気要素の肘什コ'か提案さ･れている

H7､Rに′わいては2()l†T OIJ:う刷時回路方式む抹用した.比較

桓】路は真空管によノ,て構成し･,20UT OF3ト1路の論理回路iこは

ヒタロブ(磁;拍勺論理要 ♂〕日立商品名)む剛､,磁気増幅器と継

電掛こよ/,てスクラム動作をさせているり 一方こノ‡しとほ独山こ真空

管によって20tJ′110F31測格を構成L`電磁付1]増幅告な働かせて

ノミ､ソクアップをしJこ

第1図に安全増幅器の卜】1路む小す..電位計回路ぺはI11A計によ--)

で電離摘出け融充か読入取られる_ 真空管V2の比較IL】Ⅰ路では‖1▲変

批拭器VR3によ1てスクラムレベルを定附j~りル)4(ト2()0%に.i設

定でせる.

比掛目l路ほそ珂豊能上Lて

(1)

-･- -

(ニi)

い=

動作か速いこと

設定値か変化せす安定性かもるニ

人力い1▲ぴ)_l二昇*iこよ▼,て動作レぺ′Lか変化しない

回路構成か蘭悍1l‖1開講闘-1けゝ′ん､な･∴†.三■鯨度か高い

■

し

こ土

か要求さ′iしる.この点カヰ.;紺一,導引′巨,,;式験カ~石■■/.tノー′jL/ニ.l-1Tlli

し′~)▲:↓写経レ/＼こ′Lほ定格州〃の】_()5プ;,スクラムレ′こ′Lはl川%′でふる

ことか〔J､比較lrll路の動作ノ烹のばレ_)ノ〕きほ±1%リ､什仁あj=よよ

い__試験結果は十分安定な性能を月ミしたり この試験は徐々に上昇す

る入ノブやノ3､激に上昇する入力で行なわれ,ノ､力波形には関孫しない

ことも確認された｡また牒満場氾の十10%,-15%の変動に対Lて

第1川 ヒタロ ナをIIlいて情味さJLた安全増幅器の単純化され′ニーL-】路

第2卜てlヒ タ ロ グ 増 幅 旨旨
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/■-て..r十′･十丁十十丁半1′←.一ゝ十ナゝt十十--J⊥-一L一-

り1ト十フl

第3匡】 Lタ･Jン＼磁1り馴哀詩筈,紳㌫笥旨による

■走損クウ､＼ナ`血流遮断の寸う ロ ブラム

も安定であり､匪同される無停電届偶の電圧安靂度±1%を考える

と-ト分に余裕かふるノV3ほ電力増幅開で,ここに用いた継電儲ほ

スクラム動作の保粛と表ホ燈川でぁる..ヒタロブというのほ′｣､形の

自J帰還形磁気増幅器む川いじ論理要素で,2偶の鉄心と巻線およ

ひ数個の固定砥抗器とシリコン慾流器によ一1て構成され,モールド

さ′才したヰ)ので方,るカ1已ニー,半永久的な寿命を拍車†占桓度か高く動作時

間イ)短い..ヒタロブと磁ゝも増幅器とをまとめて第2図に示すシャー

シに納めた.二の磁気増幅器ぺ灘椚司る継電器によ一つで安全棒を保

持Lじ電磁クウりナの電流ノン速断-~す｣る′ そのオシログラムな弟3図

に′卜す.-.遮断時間ほ11サーク/Lでぁり,ヒタロブ,磁気増幅器の

電源に4り∩サーク′L/′`秒キ･用いると約28111Sであ一-､て,卜分短い時

間､･1勒作する..弟4図は真空管ろ.欄いた 2()tJT OF二i回路を示

す ヒタロブ回路とほ独!ンニに比較【瑚各,2ANlり亘路,OR回路む有

して｣･ヾり,このl‖聞け甘け旧適温汀洞増幅器の真耳管のブリット■む

ぅ､トト′させる.動作l嘲問ほ4∩/′S=下で,′｢引責ホ用増幅器と組

ム｢り一卜せで-拉磁クラ､ソヰ･`電流㌣切るに要~~ト封咋問ほ1msリ､卜eあ

る..第1図のl珊路と同はの構成む持/)警幸馴Lり路と継電紬こよる

20UT OF3回路とを含めて一つのシャシに組んたのか弟5図で

ある.〕他に内蔵電源の異常せ検出する回路,各部の電流隠厄を読み

とる】リⅠ路か=属している_このシャシが3≠rご20UT OF3回路
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第4】)くl巨‡空菅を用いて構lぺされた一打仝増幅帯

の単純化され/二川路

第5卜くl女 -1ゝ 増 幅

む形成-~j｢るエう酬′卜さ′ナLでj■川.1了と√1了■i_･取り除･てと日動｢軸こ2入､ノJ

什≠の匠けりノん･しにり｣り脾J)く:J運転･いに_い〆ても
▲自ずつ.社旗･亡きる

ことほ2()t汀OF二jノん▼｣√ハ仙∴トり-▲ノノー~･ノ:､仁ら,る次にj′長べる′壱磁ff

川増lは㍊も仝･こいけ∴阜jく:)カ■こ,ニル‥ノけ友1リ酬肩掛.L■馴】三能でふる

とl･-rj時にl島信頼度呵レけ･1告こければいけ/∫い､.振動､高温,高湿度

などについても十分考慮し1.iりとバト′]-ると

試験にもトか巧~i三恵む仏一,た ノニとえ(ふ丁

もに部■11'lrハ選ナ畑~糾′ド,

渥■l'新札詔験-~引

湿度100%〝)部廿戸ニjnりけ抑j.細猿さ′j=l誹茂動作ノノこ一ホし

2.2 電磁石用増幅器

気渥4げC

制御棒をスクラム時に帖Jlにモうノ√ト㌃機構には挿七しら)る′ト,一~享三

験七向こは庵服封十で保〃した71il｣御俸セロ黙牒卜ないし(｣こスノりン′力

の助けをj･うーりて,灯=ノ｣にそう人する酬乱ウニ多く‖Jいレ‥-ノか-〔いる

桜山用増幅器には

(l) スクラム†.

(2) スクラムr.

しりニノ1け腰求され,

腎ン1二■†む川した川路,

i′ノ

i/ノ

′∴ン･支いJ【て力､⊥ニノ′舶ブf亡遮断よでの‖引用力沌

電

いこと

ノ㌣受十=二とさ碓常に電流速断を7げ仁うこと

この=的のため首種のくふうかさJLていて､真′ノこワ

トランジスタ,Tijり御極付シリコン隠流離などの

､い引本素J′･在世HJLたl･･=甘L′,高速度継電器を使川したl･り路などか

ふり,い一日しも ▲良一･餌豆■､ふる1-〔:′上背l‖i路でほぉまり人′私流を取

れないが,電√巌千トいr′Lけ絶緑耐ノノによ一-,で制限される速遁-~･ニノ.一己流

を拙しるので,動†′畔紺頼沫㍑九恒 制御極=■シリニJン整流旨;トごi二▼使

用Lた場合ほ人電流′H帖針･1トム穴.な流逓潮軒､｣∵廿イグノしの時間

~む虹ヰーる..継′-昆器ノン‖jいた場J㌣は励作帖l~抑は長いか.わ､【:火か[J使

用さ′才して経験もつまれてい1;)け亡,適当な越山こよっ-て†.--i●煉度の■享占

いもレ~け､得レJJしる rl′11Rに.｢ハ､ては真空管に｡1こっで壱磁‖(一.一に†浅主

クラッ一千)i･こ`ぷ流′む供給し継電∬滝川川JLた

動作叫甘ル叫一封こ如し､ことか要求さ右点い射ノ｣に/八､てほ,継歳端

の入によりスクラムする.∴ 要l人け)数だけの継電器払∴く凱与1二別にし

て,llrり真電磁クラッチ電流および変流電源を切る.ここに継尾端せ

伸介させると,論理回路にほ電流容妄拉)′｣､さい′卜形の淋′温器を便≠

できるれ 最終の継電照にすべての†.i▲り･のk迂路か肘l･するので系
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弟6巨IFt_L値ミイ=‖1剛紺‡ノ~)中絶化さノ巨た回路

第7一穴l 走 磁 イf 川 増 幅 旨芹

第8図 ノ■宣磁クラ､ソナ江川い._.1年間のオシロクー1ラム

圭休としノての信根度カ■-卜かる.中性十東レべ′Lと炉周期によるスク

ラムは高速度左･牡にさ直そ)ので,真空管のグリッドむカ､ソトオフさ

せるノノ法を†井=】したこ紆場什汀一己衡藍抑卜抑】ほ,コイ′Ll■り端に呪

J)れるサージ`蘭l三とコイノL 縁の両かドJ制限うける.この時問はク

ラッチの機帆杓な服切に必要な=抑Jか約20111Sであるのに比べて十

分如し､:_ 使IHしjL=真中層は6DQ5の2木蘭列で,HTRには安全

怖が3本あるかヰIil｣悌の回路な3系統人れた上削扁筈謹む財′ドした.

2.3 電磁クラッチ

1Ⅰ'川の;別捌棒駆動肘掛こはりでヤトラムノノノしか川いドJノ寸し,スクラ

立動作は成瀬いラッチ〝)抑)放しに｢ト,てfJな目しる..電磁クラ､ソ

ナな電磁付-1川削偏告,安牛増桶告と糾左合ノーせ/こ場r†,電離藩け川_l

ル巌流廿里拍IL__スクラムレベ′しに一連して1いら′走磁クラッチが切り放

さ′け友乍怖か落卜む開始するま■亡の所動耶恥こ実測の糸.■i果20111S以

卜でふ/_)た 桐生鮒帖り､ら一挺求さ｣り｣ll′主か5()111Sユ_1卜であるからこ

の数情は十ク〉なカモ浴むi■ト)ている,

3.プロセス計測による安全回路

原j′-かでは運転状態を~ll三しくつかむために,多穐の_11

って裾部のプロセス量が測定さjし そのtてり･の人部分ほ警
.侶柚こよ
やスク

ラムの†∴りi帖こなっている..･l-性｣′･東レベルによるスクラムにほ



原 子 炉 の

20UT OF3)j式か広く川いL-))Lているが,ソlコrt:スi轟こよるス

クラムにも20tJ′1､OF3ノんtな採川すると井舶こイ川卜亡お)る..こ

′才=よかなり掛†けこかかるけ右ども,人形の原J′一匁トや充電かでは不必
要加畑1二ほ避けるべきである(か糾･州二するのほそ叫む川川′1′ルゝLて)

不都合であり,またlり二起動にもl嘲刊な要し時にはⅩe〝)たふ′〕に怖

動が困難になることもぁる)か仁〕,少なくともスクラム回路にこ〟つ

ノノ式を採川することは一トナナ採‡}二l二がとJしるでこレ')う.かの運転小にぉ

いても.汁持持のふ〔騒ができることも,匁Fのう掛転ヰミ㌫∴1二けるにf貨､-/二/-〕の

でふるl~=.

H′rR〃)場｢γにほ畑山~J特什カ､上ニノ,怖触助か一≠f易｢∴む,るた小′)に`iリト,

てけlト封十ても被告か少庖いことと,(ヱとんど毎l~lか〟)起動l帖ニソ

ローセ∴ス.汁測器の点検かできること〟)たこ＼7)に20しI'11()1Jこ=･-げ狛よ採

目しなかった.しかLプロセス糸の･jぅ二.故ヰ〕その糸.1裸出牒人でぁる

そこで異な一,た二侍類の検出描齢二′川いてl｢刷りん･ぃり末日寸ることに

よ′,で友刊JIiな確保Lた..液面の場合む例忙頗ると,H′1'R r仁､はか

心タンクおよぴ√夫験フールの液l妬こよって警灘とスクラムかなさ′才し

ている_ この検==こは,′川i光一.キ㍑‡主とl'一助､巨衡.i■用‡とむ糾ム合わせ

たi･ぬ軋汁によるもげ)と,1l′(掠i由桁変化にrト)て動作するフロートス

イ､ソナとが.=h､られていて,両賞･とも独=に酢r-左肺5ご動作させで一定

磁グラ､ソナの㍍流宣l刃っている.したがって一ノノか.牧障しても′_友圭

一亡ふる.

4.その他の要因

今迄述べてきたヰ,ののは･付こもl京=伸二と′,て欠-てことのできな

い重要な監瀾∬川かある..

4.1地

地㍍によりてか心容県,冷却牒銑｣制聞晒駆働 構か漬損さ′巨た

とざそのもた上す披謝.jこ｣l常に人きい.そJL-L人きな地震カー検知さ

,=_たj黄糾こはかな停l卜するのカ■こ′友1三でふくJ特に11本では地㍍か多
いのでかのl耐震構造ととヰ)に地七〔~押)検王lし)埴嘆■てふる

トム
出端りト成山
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′h!.三朝か加j)一ノ,たときに接∴-､し川朴∴ノJ▲式と閉し､､るノん･〔と二種類ぁる.

前者のノノ■か構造は㈹･や--Jふるカ;動作する加速度の仙よ不】仁碓一･′∴♭

ん 経机よ地ぶかせて接ノ･∴くか閉じ/こときく･･こ碓某に`｢已流′川射しるよう

接点の保`､'J:が必要-~√ラムるが,励作する加速度く封l二催な伯と■なる

trltRにほ垂l自二動に感す亮振J′･と水､ド跡こ感寸1)搬J′･と糾＼トり-二縁

打ハ形式のものむ採Hlした ここで間組こするようた地7占は｡ゝ′〕′,た

に起きないために感ポ器ほいりも往峨状態にふr),地も!jカーこき/二吋に

確栗に動作するように保イするの甘人事な什軒亡ふる.

ム2 実験孔プラグ,実験室ドア

運虹小のかけガ験孔ソラブや運転中放射磯レ/く′し〟〕高いノー1ミへ(ノ~)ト

丁を鋸ナることl′l休ほ,かの運転とほ関係ないか.この｣∵うなこと

小起きない｣こうにすることは,か叫室転占-や美験肯の安やヰ湖促す

るとい上意昧に_ゎいて･h:要■亡ふる フラグーウド7に1宣気錠を什け,

か叫婁虹小にほこ♭)かないようにインターロ､ソクすることと,顔錠L

てふきかぎむか管Jl11錮瑠り‡をすることによ1て安牛度か巨分碓侶1

きる､辿にプラグに/〕=-ドノ′jL/こリミ､ソトスイ､ソナにユノつてソラグノン

抜い/こままでい用fむ瀞転できない.上うにインター一口∵ノクし-ても一安牛

ほ確保されるか こ叫糾こほフラグイ1二枚いた′jご験ノ巨亡きるしぃ)に.

こ･ハインクーロ､ソクむ炉摩津†!榊哨㌧叩L/ニカせでバイハスするl川路

なもうけないと不便でぁるJH′rRでけ往来険孔ノ)ニと｣ご-ケ小ぎにr上

る′こイ/1ス7‖J◆なj)れている

ん3 電 源

原j′･水川こほ刷廿r宣源を船山′〕として,放射線計測Ⅷ朝憮出場H源,

柿川副__1~三電源など各椎の√[E源か使川されていて,これらの電源

が正常な状備にあることは,匁fの運転汗こは絶対に必要である_.内川

`[闘出汁封1二Lたときにほ人〃封こおいてかな仙卜しなければいけない

か,

金 糸

スクラムに圧いている継局照明`お源むl相川滝満㍑､ら取去▲二とか

多いので,才川りな｣■別′卜むしなくともか吊汁由仁すて.放射練計測闇‖j

ノ)`-損蜘こは維ゞl･iり)l冊数安碇した′■E=i･ノ)必望封′卜,軒r一訓吊こ烏いてもか

･ノ〕状態ん榔王する必要がふるなと宜津l!llし小け■Lこ仙風夕丘電機,発動

機な糾入行来せた虹廿-一針闘帰日‖いドJれるのが一普通でふる.こ〟)牧

師によるスクラムもIiiげ)場/ナと州豪に糸断一針侶な川いて7rなJ)れる_′

′一朗維打川場帖馴蝉)′一針l訂碓卜∂~ると`蘭離紆け､【上しく榔′l三Lなく

■/より,たとえけl一作Jノーリごか増人してもことの検知カミできなくなるノニと

こで′■は=二継′rE器/土どむ川いてl‡さr.潮する必要がぁるが,通常は局灘甘

とそけ■闘パ=二多数粛=lはさJし~ている√｢･′ニテ,叫二警刊トトるたけ･てトム､

-Lら,る..=則乱巨つ71妄り御闇汁二はムー雄性＼つトランジスタカり‖いょー-ノれで1▲J

り,それドJけ■射出-こⅠ上し∵1動作してい加十川上そ叫旨′Jニー＼つ,動作左

い瞭することほできない､少)′.t･てとも一友仝系統について｣よそけ.一紬(

の檻､潮力｣広､貯亡ぁる

｣.4 保健物車聖量

lぢけ腑こl根らなし､れ 肘汁卜′ト物針し′1】丈り扱う場軒訂工必ドノート亡こ

タシステムがふ一)てノう軋i-練たど放朝潮世職指圧雄定L,運鯨讃

-やノ烏験卦ノ〕ノ友仝有汁っている_このような√川肯も･友1ミ系統として忘

れてほならな十.甘いこか附こ/仕∴取り付けら右上1ニタにエノ,ては

スクラム(い招こハ直言･由り詔〃心肺二作hれていて,/ノ ▲かか･h故

ごう_J′lさ±した!葦■∫〕･も放州′1二物附けト舶こレぃないように亮一-_)ている地物

ては,かここ州外叫1几げ几軋祝すべ㌻頃lとな-_,てくど∴

4･5 制御装置の動作

原｣∴かび)r†jり御与描州友持してその結来車.牧か也き()エうな暢｢γ,

■jりi女1ン検=するrヒりほは膵ノン検川するノノ■かい､ことはl粧㌦小で鼠

る こ叫占捕‡検仙･]こ-t･ご/′)うとす川よl別一之研一〔いtllllト亡仙川イ

一帖叫細川冊係と,安牛増･帖紬前払付出榊･,㍑ルニノ八､て故障横川

行な斗た｣車件｢束ノ~)定植制彿舟刊心加二述べ工｣∴に】'い軌制御系

〃).fL■け三/川-i人した場合と,.凋整伸ノバ拝Lくて端によ〉_,た■l易合にスクラ

ムかテJ■､なノー一寸しる..

5.結

1リ､卜原J■鳩山ツ友圭

言

にりいて,甘IIRし′)場合立川叫こJiまりノ山一ドノ

述べてさた.`友乍系統1‡i∴i~㌫十する際に=∴一友乍に一h かか

暴′とし~て鋸串な状態に′悠JノないtヒうJ■トl叶すべき-ウふる..し′･卜し一友圭

1.摘ミ調寸■るふよりなにごしう沌.故障ほ`友う三伯りという′友射よ考∴と.ノノて.Jすと

訂す宣と,しげL_けスクラムしてし_まい快いも州こなド)な-:なる1

し♭)/ノーノ･かむけ≠する系統ほ高し､い頼件存■付するととLいこ--･部分の
故僻りト乍什〟吊掛能言イ~lトナることの互い回路隅収,たとえば20しJ'11

0F3~ノノ式をとるべきr亡こ♭ノる_.どの州立よでこのrヒうな巾偲した回

路ノん･しうご採川するかほ,各要素叫即事の確ヰ三,わ｢の.洪けl卜によノ)て

起きる頗酎)吉川肛 狛榊こ■/jこどむ考慮Lて決める必要かあり,β川三

ほ一-,きりした基準ほ烏1

終りに臨んH'川〃)′友1モ系統〟)▲i~㌫日掛′巨にr㌫江,綿々ご抑卦ン腸

J)---〉′′こl~1､■′二裾′ド所小火研究所,=古粧見所･なドノJこに=､■/二l二場のノ1､た

/‖二に厚く烏FL小L山一ごる.
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